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  坂戸市立住吉中学校・学校だより  

  えんじの旗   

 

「学校教育目標」  優しく、賢く、逞しく  

「めざす学校像」生徒にとって将来を生き抜くために必要な力を育成する学校 

 

 
「自分がなりたい姿に向かって全力でやる」 

  
今年の夏休みには４年に１度開催されるオリンピックがフランスのパリで行われました。今回、初めてオリン

ピック競技に含まれたブレイキンや、その他多くの競技が行われる中で、日本人による活躍も多く見られまし
た。その結果に関わらず、これまでの努力の積み重ねを発揮する姿に、多くの感動がありました。２学期の始
業式では、オリンピック種目ではありませんが、「ビーチフラッグス」とう競技に力を注いでいる和田賢一さんの
ことについて話しました。 
和田さんは大学時代に偶然出会った「ライフセービング（救命活動）」という活動に深い感銘をうけ、競

技である「ビーチフラッグス」と出会い、「ライフセービングの普及とビーチフラッグス世界一」という目標を立
て挑戦をしている人です。 
ビーチ・フラッグスは、もともとは、ライフセーバー（救助を行う人）が走

力や反射神経を鍛えるためのスポーツです。やりかたは、フラッグ（主に短
いホース）を砂に一直線上に差して行なわれます。選手らはフラッグから
20 メートル程離れ、頭をフラッグと反対側に向けうつぶせに寝ます。号砲
の後、フラッグに向けて走り、フラッグを掴む。ゲームのルールは椅子取り
ゲームに似ていて、常にフラッグの数は選手の数より 1 つ少なくなっていま
す。フラッグを掴めなかった選手がレースから除外され、またフラッグを一つ
減らしてゲームを続行する。これを残る選手が一人になるまで続け、最後
に残った選手が勝者となります。 
和田さんは、もともと走力や反射神経には自信があり、大学を卒業して

からは全国大会で優勝するまでになりました。ただ、自信があるだけで通じ
る世界ではありません。練習を積み重ねて努力をした結果であると想像できます。しかし、和田さんの目標は世
界一になることです。全国制覇をしたけど、海外の大会では、なかなか成果が出なかったそうです。そこで世
界一になるために、自分の走り方を見直し、もっと速く走れるようにと、全国の陸上クラブと次々にコンタクトを
取り「10 秒台で走りたい」と訴えましたが、「走るのは才能だから」「26 歳では伸びしろがない」と言われ、受
け入れを断られたそうです。通常の人なら、ここで諦めてしまうところですが、和田さんの凄いのはこの後です。
日本国内で受け入れてくれるクラブがないのならと、外国のクラブとコンタクトを取り始めたことです。その中
で、唯一、和田さんを受け入れてくれる陸上クラブが見つかりました。そのクラブというのは、過去のオリンピッ
クでも活躍したジャマイカの１００ｍの世界記録保持者のウサイン・ボルトさんが所属しているチームです。その
ジャマイカへ単身赴任をしたそうです。 
このジャマイカのクラブはトレーニングの厳しさには定評があり、あのボルトさんでさえも毎日のように吐きながら

走っていたり、他の選手の中には走り過ぎて気絶した人もいたりしたそうです。つまりここでの経験により、ボルト
さんは持って生まれた才能だけで世界一になったわけではないことが明白になったそうです。 
和田さんは、世界一といっても過言ではないクラブで、世界の中でも超有名な選手たちと一緒に厳しい練

習をしました。これだけでも成果が出そうですが、さらに和田さんの凄いところは、教わるだけの受け身ではな
く、日々、自分自身で課題を見つけ、仮設を立て、練習という実験を何十回も何百回も繰り返し行ったそう
です。そんな一途に打ち込む和田さんの姿をジャマイカの選手たちは見て、親交が深まり、その中でボルトさん
は和田さんを自宅に呼び、一緒に食事をしたこともあったそうです。 
私たちが和田さんから学ぶことは、「自分がなりたい姿に向かって全力でやる」ということだと思います。生徒

たちはこの時期に 2 学期の目標を立てます。学習面だったり、生活面だったり、部活動や学校行事、３年
生だと進路などが考えられます。目標というのは、自分がなりたい姿です。それを考えただけで終わりにせず、
本気になって全力でやってもらいたいです。そして他から与えられるのを待って取り組むのではなく、その目標
達成に近づくために、今自分に何が必要なのかなどのスモールステップとして自分への課題を明確にして取
り組むことが大切です。このことができれば、きっと、２学期の終わりに、または３学期の終わりには、生徒たち
は、今よりもさらに成長することだと思います。 
和田さんは帰国後、１００ｍを１０秒８で駆け抜けたそうです。 
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〇教育相談  
夏休みになってすぐに、全

校の三者面談を行いました。
保護者の皆様には、お時間を
割いてご協力をいただいたこ
とに感謝いたします。今後
も、家庭と学校が子供の普段
の様子を相互に理解し合い支
えていきたいと考えていま
す。この先は、１１月に第２
回の教育相談として、１・２年生は二者面談（生徒
と担任）、３年生は主に進路について三者面談を行
う予定です。  
 
〇吹奏楽部 
 ８月３日に所沢ミューズにお
いて、埼玉県吹奏楽コンクール
地区大会が行われ、金賞に輝い
た本校吹奏楽部は県大会に進む
ことができました。その後、  
８月１０日にさいたま市文化セ
ンターで行われた県大会でも、
みごと金賞を受賞し西関東大会
に駒を進めることができまし
た。地区大会から県大会までの
期間は１週間しかなく、かなりのハードスケジュー
ルの中を生徒たちは頑張りました。西関東大会は９
月１４日に所沢ミューズで行われます。  
 
〇今年も、井上恵翔君（３年生）が全国大会出場！！ 
  陸上部の井上恵翔     
君が、 7 月２１日の学
校総合体育大会埼玉
県大会（男子８００
ｍ）で、見事に全国
標準記録を突破し、
昨年に引き続き全国
大会（第５１回全日
本中学校陸上競技選手権大会）に出場しました。全
国大会は８月１７日に福井県の県営陸上競技場で行
われました。結果（１分５９秒８６）は予選組２位
（全１７組）で惜しくも予選通過とはなりませんで
したが、昨年よりも好記録で終えることができたの
ではないかと思います。  
 
〇小中連携合同研修会  
 ８月１９日に、本
校の校区内の３つの
小学校の先生方が住
吉中に集まり、今後
の連携のしかたにつ
いて研修会を行いま
した。内容は、初め
に全体会として各小
中学校の坂戸市で進
めている「学びづく
り」について各校か
ら発表があり、その後、生徒指導、教育相談、特別
支援教育、学力向上、養護等の分科会にわかれて情
報共有と今後に可能な連携について協議しました。
この夏休み中に行うのは初めてのことであり、小中
全教員が集まるのは初めてであったので意義あるも
のであったと思います。  

９月   

 ※変更することもあります。  

 1  日   

 2  月  生徒会役員選挙公示  

 3  火  朝鑑賞、委員会の日  

 4 水  校内授業研  

 5 木   

 6 金  坂戸市内テスト  

 7 土   

 8 日   

 9  月  

10 火  学校朝会、坂戸市スピーチ
コンテスト  

11 水  筑坂交流会  

12 木  朝鑑賞、総合学級上級学校
訪問  

13 金  英語コンクール  

14 土   

15 日   

16 月  敬老の日  

17 火  生徒朝会 

18 水  2 年学年朝会  

19 木  入間北部新人体育大会  

20 金  入間北部新人体育大会  

21 土  入間北部新人体育大会  

22 日  秋分の日  

23 月  振替休日  

24 火  1 年学年朝会、学校公開ウ
ィーク (～ 27 日 )  

25 水  新人陸上予選会  

26 木  校内授業研、総合学級上級
学校訪問  

27 金  スタディーウィーク (～
11/2)  

28 土  入間地区代表決定戦  

29 日  入間地区代表決定戦  

30 月  3 年学年朝会  

※  ※  ※※※  

 
１０月の主な予定  

 

2(水 )～ 3(木 )中間テスト  
4(金 )英語検定（市内一斉）  
7(月 )～ 11(金 )学校公開ウィーク  
9(水 )委員会の日  
10(木 )校内授業研  
11(金 )3 年進路説明会  
11(金 )～ 12(土 )新人陸上県大会  
15(火 )表彰朝会  
16(水 )生徒会役員選挙  

立会演説会  
17(木 )駅伝郡市予選会  
18(金 )3 年坂戸市内テスト  
24(木 )2 年修学旅行保護者説明会  
29(火 )学校運営協議会  
30(水 )合唱祭（楓祭）  
31(木 )市内音楽祭  


